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【 請 求 項 １ 】
　 消 化 管 内 の 検 査 が 可 能 な カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と 、
　 可 撓 性 の チ ュ ー ブ 体 と 、
　 前 記 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 設 け ら れ 、 前 記 チ ュ ー ブ 体 に 挿 通 さ れ る 可 撓 性 の 紐 状 部 材 を 、
着 脱 可 能 に 連 結 す る 連 結 部 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 消 化 管 内 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 紐 状 部 材 の 両 端 を 前 記 チ ュ ー ブ 体 の 先 端 か ら 手 元 端 ま で 挿 通 し 、 前 記 手 元 端 付 近 に
着 脱 可 能 に 保 持 す る 保 持 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 消 化 管 内 検 査
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 紐 状 部 材 の 一 端 を チ ュ ー ブ 体 の 途 中 に 設 け た 固 定 部 で 引 き 抜 き 可 能 に 固 定 し 、 前 記
紐 状 部 材 の 他 端 を 前 記 チ ュ ー ブ 体 の 先 端 か ら 手 元 端 ま で 挿 通 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 消 化 管 内 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ 体 の 手 元 端 付 近 に 流 体 注 入 口 を 設 け た 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ つ に 記
載 の 消 化 管 内 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 連 結 部 は 、 前 記 紐 状 部 材 を 挿 通 可 能 と す る 貫 通 孔 で あ

【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
か ら ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 消 化 管 内 検 査 装 置 。

前 記 貫 通 孔 を 複 数 離 れ た 位 置 に 前 記 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 設 け 、 そ れ ぞ れ の 貫 通 孔 に 挿 通
し た 複 数 本 の 紐 状 部 材 を チ ュ ー ブ 体 に 挿 通 し て 手 元 端 か ら 少 な く と も 各 紐 状 部 材 の 一 端 を
引 き 出 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 消 化 管 内 検 査 装 置 。



　

【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 ９ 】
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前 記 貫 通 孔 に 、 前 記 紐 状 部 材 を 牽 引 す る こ と で 紐 状 部 材 を 切 断 可 能 な 鋭 利 部 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 消 化 管 内 検 査 装 置 。

前 記 貫 通 孔 に 、 前 記 紐 状 部 材 を 牽 引 す る こ と で 切 れ る 薄 肉 部 あ る い は 弾 性 部 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 消 化 管 内 検 査 装 置 。

前 記 チ ュ ー ブ 体 は 、 使 用 す る 紐 状 部 材 の 本 数 の ２ 倍 以 上 の 数 の ル ー メ ン を 有 す る マ ル チ
ル ー メ ン チ ュ ー ブ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 消 化 管
内 検 査 装 置 。
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